
報告事項 （１）

今後予定している
燕市立地適正化計画の

改定について

第２３回燕市都市計画審議会
令和５年３月３日（金）
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＜内容＞

１．燕市立地適正化計画の概要

２．燕市立地適正化計画
防災指針について
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燕市立地適正化計画 概要について
（１）現状と課題

燕市立地適正化計画を策定（平成３０年３月策定）

（２）立地適正化計画とは

都市再生特別措置法に基づく、都市における居住、都市機能の立地、公共交通の充実等
に関する包括的なマスタープラン（市町村都市計画マスタープランの「高度化版」）。

医療・福祉・子育て支援・商業施設等や住居等がまとまって立地し、高齢者をはじめと
する全ての住民が公共交通によりこれらの生活利便施設等にアクセスできるなど、福祉
や交通なども含めて都市全体の構造を見直し、『コンパクトシティ・プラス・ネット
ワーク』の都市構造を形成していくための計画。

（３）計画の内容

② 位置付け

① 立地適正化計画で定める事項

・立地適正化計画の区域（＝都市計画区域） ・立地の適正化に関する基本的な方針

・都市機能誘導区域 ・誘導施設 ・居住誘導区域 ・誘導施策

③ 計画期間

概ね２０年後の２０４０年

立地適正化計画に基づく都市機能

や居住の誘導は、短期間で実現す

るものではなく、計画的な時間軸

の中で進めていく必要がある。

また、都市計画運用指針にも、計

画の検討にあたっては、一つの将

来像として、概ね２０年後の都市

の姿を展望することが考えれると

されている。
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（４）方針・施策

課題解決のための施策・誘導方針で設定した３つのストーリーに基づき、都市機能誘導区域における都市

機能の維持、誘導を図るための施策、また、居住誘導区域内に居住を誘導するための施策を総合的に展開。

燕市立地適正化計画 概要について
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（６）目標値と効果

目標値

目標① 居住誘導区域内の人口密度の維持

目標② 全産業就業者に占める金属製造業就業者の割合の維持

まちづくりの方針（ターゲット）や課題解決のための施策・誘導方針（ストーリー）によ
り目指す目標やその達成により期待される効果を定量的に評価する指標を次のように設定。

期待される効果

効果① 金属製品製造業売上高の維持

（５）誘導区域

《 燕地区 》 《 吉田地区 》

《分水地区》

燕市が抱える課題やまちづくりの方針（ターゲット）、課題解決のための施策・誘導方針
（ストーリー）を踏まえつつ、次の基本的な考え方に基づき都市機能誘導区域及び居住誘
導区域内を設定。

《 都市機能誘導区域 》

各拠点における市街地の現状や、都市機能、公共交通の状況、基幹的な道路等の配置、燕三
条圏域広域立地適正化に関する基本方針等を踏まえ、河川等で分断されることなく徒歩等で
容易に回遊することができる一体的なエリアを設定。

《 居住誘導区域 》

JR燕駅、JR吉田駅、JR分水駅、JR燕三条駅の周辺に広がる既存の用途地域を基本とし、
人口密度水準を確保することで、都市機能が持続的に維持できる適正な規模を設定。

燕市立地適正化計画 概要について
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＜内容＞

１．燕市立地適正化計画の概要

２．燕市立地適正化計画
防災指針について
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・頻発・激甚化する自然災害への対応が必要な状況
→ 令和２年度の都市再生特別措置法の改正により、防災指針の記載が必要

・防災指針は、居住や都市機能の誘導を図る上で必要となる
都市の防災に関する機能の確保を図るための指針

燕市立地適正化計画

燕市都市計画マスタープラン

防災指針
追
加

《 防災指針に関する主な計画 》

・新潟県国土強靭化地域アクションプログラム ・燕市国土地域強靭化計画

・燕市地域防災計画 ・信濃川水系河川整備計画 … 他

・防災指針は以下のフローを基本に検討

・燕市においては、「燕市立地適正化計画」を平成３０年3月に策定、公表

（１） 立地適正化計画改定（防災指針の追加）について （２） 防災指針の検討方針について

立地適正化計画 防災指針について

図 燕市において主な災害リスクと重ね合わせ情報等

図 居住誘導区域及び都市機能誘導区域

その後…
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燕市立地適正化計画 防災指針（現況及び課題） 概要版 

◆分析の対象とする災害ハザード情報 

・燕市域の災害リスクについて、公表されているハザード情報等より確認した。 

ハザード情報 

（１）水害 

洪水浸水想定区域（計画規模・想定最大規模） 

浸水継続時間 

浸水到達時間 

家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸浸食・氾濫流） 

津波浸水想定 

（２）土砂災害 
土砂災害警戒区域 

土砂災害特別警戒区域 

（３）地震災害 大規模盛土造成地 

（１）水害について 

・洪水浸水想定区域が公表されている河川は、以下に示す 7 河川。このうち、居住誘導区

域内での浸水リスク等が想定されている河川を対象に災害リスクの分析を行った。 

燕市域において洪水浸水想定区域

が公表されている河川 

居住誘導区域への浸水リスク等の有無 

洪水浸水想定区域 家屋倒壊等氾濫想定区域 

①信濃川水系 信濃川 あり なし 

②大河津分水路 あり あり 

③新川水系 大通川 あり なし 

④信濃川水系 中ノ口川 なし あり 

⑤信濃川水系 刈谷田川 なし なし 

⑥信濃川水系 猿橋川 なし なし 

⑦信濃川水系 渋海川 なし なし 

・なお、燕市全域において、地震などによる津波浸水等のハザードはない。 

（２）土砂災害について 

・燕市域の西側（国上地区の一部）に、土砂災害警戒区域、土砂災害特別警戒区域（急傾斜

地の崩壊、土石流、地滑り）が指定されているものの、各地区の居住誘導区域内において

の指定はない。 

（３）地震災害について 

・燕市では、平成 30 年度に、大規模盛土造成地が存在しないことを公表している。 

◆分析の考え方 

・浸水等のハザード情報と人口分布や都市機能等の都市の情報を重ね合わせ災害リスクの

高い区域を抽出する。 

・本市の特性を踏まえ、燕地区、吉田地区、分水地区の居住誘導区域毎に、以下の「ハザー

ド情報」と「都市の情報」の組み合わせによる分析を行う。 

・なお、ハザード情報は、各居住誘導区域に最も大きな影響を与えるハザードとする。 

ハザード情報 都市の情報 分析の視点 

洪水浸水想定区域 

（想定最大規模） 

・人口密度（500ｍメッシュ） ・相対的にリスクの大きいエリアは

どこか 

・避難所（階数） 

・避難所圏域（半径 500ｍ） 

・避難施設が活用できるか 

・避難困難区域（避難所から半径 500

ｍの圏域に含まれない区域）はど

こか 

・病院（入院施設のある病院）

（階数） 

・高齢者等福祉施設（階数） 

・子育て支援施設（階数） 

・施設が継続利用できるか 

・住宅（用途・階数） ・垂直避難が困難なエリアはどこか 

浸水継続時間 

・避難所 

・病院（入院施設のある病院） 

・高齢者等福祉施設（入所利用） 

・3日以上孤立する可能性はないか 

・病院（入院施設のある施設） ・救急搬送等への支障はないか 

（1日以上） 

浸水到達時間 

・避難所 

・高齢者等福祉施設 

・子育て支援施設 

・住民や要配慮者の避難に問題はな

いか 

家屋倒壊等氾濫想

定区域（氾濫流） 

・建築物（構造） ・氾濫流による木造建築物倒壊の危

険性はないか 

家屋倒壊等氾濫想

定区域（河岸浸食） 

・建築物（分布） ・河岸浸食による建築物倒壊の危険

性はないか 

※      の分析については、現在作業中である。 
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◆誘導区域等について 

 

 

 

 

 

◆地区レベルの災害リスクを分析する際、特に危険と判断した災害ハザードの基準 

災害リスク 基準 

洪水浸水 ・0.5ｍ以上の浸水が想定されているエリア 

浸水継続 

・１日以上の浸水継続が想定されているエリア（特に３日以上

の浸水継続が想定されているエリアは、飲料水や食料等が不

足するなど、健康障害の発生や最悪の場合は生命の危機が生

じる恐れがある） 

家屋倒壊 
・氾濫流・河岸浸食の発生により、家屋の倒壊・流出の恐れが

あるエリア 

浸水到達 ・決壊後、１時間以内に浸水が到達するおそれのあるエリア 

避難困難 
・「洪水浸水」「浸水継続」「家屋倒壊」「浸水到達」などのリス

クが存在し、指定避難所から半径 500ｍ圏外のエリア 

 

◆地区ごとの防災上の課題の整理 

 

燕地区 

信濃川が降雨によって破堤又は溢水した場合に、中ノ口川右岸の浸水リスクが極めて高い。 

詳細は以下の通り。 

○概ね 5.0ｍ程度の浸水、３日以上の浸水継続リスクがある 

○信濃川の決壊後、１時間弱で浸水が到達する。 

○エリア周辺には避難所がない。 

○なお、JR 燕三条駅周辺は、共同住宅や集客力の高い大規模商業施設等が多く立地し

ており、不特定多数の迅速な避難が必要となる。 

 

吉田地区 

吉田地区の浸水リスクは、他地区と比べると総体的に小さいが、西川左岸に位置するエ

リアは、概ね 3.0ｍ程度の浸水、１週間以上の浸水継続リスクなどが存在する。 

 

分水地区 

大河津分水路沿岸の浸水リスクが極めて高い。詳細は以下の通り。 

○5.0ｍ未満の浸水、３日未満の浸水継続リスクがある（農地では２週間以上）。 

○大河津分水路の氾濫流による家屋倒壊等のリスクがある。 

○大河津分水路の決壊後、10 分で浸水が到達する。 

○エリア周辺に指定避難所が２ヵ所存在するが、浸水時は１階部分の使用が不可 

【誘導区域】 

：居住誘導区域 

：都市機能誘導区域 

燕地区 

吉田地区 

分水地区 
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【燕地区】                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【吉田地区】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
燕南小学校 

浸水継続 3日～1週間未満 

孤立するおそれがある 

Ｎ 

【誘導区域】 
：居住誘導区域 
：都市機能誘導区域 

【浸水想定区域】 
：0.5ｍ未満 
：0.5ｍ～3.0ｍ未満 

：3.0ｍ～5.0ｍ未満 
：5.0ｍ～10.0ｍ未満 

【家屋倒壊等氾濫想定区域】 

：氾濫流 
：河岸浸食 

【施設の高さ（図形別）】 

：１階建て 
：２階建て 
：３階建て 

【施設の用途（色別）】 
：指定・予備避難所 
：病院（入院設備有り） 

：福祉施設（入所利用） 
：福祉施設（通所利用） 
：子育て施設（幼・保・こども園） 

：児童館・児童クラブ等 
※避難所と重複する場合、避難所で表示 

吉田駅 

北吉田駅 

Ｎ 

・燕三条駅周辺のホテル、大規模商

業施設等が立地するエリア 

・概ね 5ｍ程度の浸水、3 日以上の

浸水継続リスクがある 

・信濃川の決壊後、1時間弱で浸水

が到達するため、不特定多数の迅

速な避難が必要 

・全域が避難困難区域 

 

洪水浸水 

浸水継続 浸水到達 避難困難 

・人口密度・高齢化率が高い旧市街

地を含むエリア 

・3ｍ未満の浸水、3日未満の浸水継

続リスクがある 

・エリア内に避難所が 2ヶ所存在す

るが、いずれの施設も浸水時 1階

使用不可 

洪水浸水 浸水継続 

・中ノ口川沿岸は河岸浸食によ

る家屋倒壊等のリスクがある

ため、立退き避難が必要 

家屋倒壊 

・3ｍ以上 5ｍ未満の浸水リスクが

あるため2階建て未満の建物は垂

直避難が困難 

・3日以上の浸水継続リスクがある 

洪水浸水 浸水継続 

・比較的新しい市街地で共同住宅の

立地が多いエリア 

・5ｍ以上の浸水リスクがあるため、

建物の多くは垂直避難が困難 

・3日以上の浸水継続リスクがある 

・全域が避難困難区域 

洪水浸水 浸水継続 避難困難 

・3ｍ未満の浸水

リスクがある 

洪水浸水 

・集客力の高い大規模商業施設等

が立地するエリア 

・概ね 5ｍ程度の浸水、3 日以上の

浸水継続リスクがある 

・信濃川の決壊後、1時間弱で浸水

が到達するため、不特定多数の迅

速な避難が必要 

・全域が避難困難区域 

洪水浸水 

浸水継続 浸水到達 避難困難 

燕駅 

燕三条駅 

南吉田駅 

吉田駅 
・人口密度・高齢化率が高い吉田地区の市街地中心

部で、高齢者福祉、子育て支援施設等が集積する

エリア 

・3ｍ未満の浸水リスクがある 

・エリア周辺に指定避難所が複数存在するが、吉田

公民館は浸水時 1階使用不可 

洪水浸水 

・西川左岸に位置する比較的新しい市街地

で、保育園等が立地するエリア 

・浸水は概ね 3ｍ程度であるが、1 週間以上

2週間未満の浸水継続リスクがある 

・エリア周辺に指定避難所が2ヶ所存在する

が、よしだ保育園は浸水時使用不可、吉田

小学校は浸水時 1 階が使用不可になるほ

か、両施設とも浸水継続が 3日以上のエリ

アに位置するため、孤立するおそれがある 

洪水浸水 浸水継続 

・ＪＲ北吉田駅の開業（昭和 59 年）に伴い

整備された比較的新しい市街地で、中学校

等が立地するエリア 

・3ｍ未満の浸水、3日未満の浸水継続リスク

がある 

・エリア周辺に指定避難所が3ヶ所存在する

が、吉田中学校は浸水時 1階使用不可 

洪水浸水 浸水継続 

【誘導区域】 
：居住誘導区域 
：都市機能誘導区域 

【浸水想定区域】 
：0.5ｍ未満 
：0.5ｍ～3.0ｍ未満 

：3.0ｍ～5.0ｍ未満 
：5.0ｍ～10.0ｍ未満 

【家屋倒壊等氾濫想定区域】 

：氾濫流 
：河岸浸食 

【施設の高さ（図形別）】 

：１階建て 
：２階建て 
：３階建て 

【施設の用途（色別）】 
：指定・予備避難所 
：病院（入院設備有り） 

：福祉施設（入所利用） 
：福祉施設（通所利用） 
：子育て施設（幼・保・こども園） 

：児童館・児童クラブ等 
※避難所と重複する場合、避難所で表示 

吉田中学校 

よしだ保育園 

吉田小学校 

吉田公民館 
吉田駅 

北吉田駅 

南吉田駅 

想定最大規模（毎年 1年間にその規模を超える洪水が発生する確率が 1/1000 の降雨）の場合   想定最大規模（毎年 1年間にその規模を超える洪水が発生する確率が 1/1000 の降雨）の場合   
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【分水地区】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分水駅 

Ｎ 

洪水浸水 浸水継続 浸水到達 

・人口密度・高齢化率が高い分水地

区の市街地中心部で、高齢者福祉

施設等が集積するエリア 

・3ｍ未満の浸水、3日未満の浸水継

続リスクがある 

・エリア周辺に指定避難所が 2ヶ所

存在するが、いずれの施設も浸水

時 1階使用不可 

・大河津分水路の決壊後 10～30 分

で浸水が到達するため、警戒レベ

ルが低い段階での避難が必要 

洪水浸水 浸水継続 浸水到達 

・西川右岸に位置する比較的新しい

市街地 

・3ｍ未満の浸水、3日未満の浸水継

続リスクがある 

・エリア周辺に指定避難所が 2ヶ所

存在するが、いずれの施設も浸水

時 1階使用不可 

・大河津分水路の決壊後 30～50 分

で浸水が到達するため、警戒レベ

ルが低い段階での避難が必要 

【誘導区域】 
：居住誘導区域 
：都市機能誘導区域 

【浸水想定区域】 
：0.5ｍ未満 
：0.5ｍ～3.0ｍ未満 

：3.0ｍ～5.0ｍ未満 
：5.0ｍ～10.0ｍ未満 

【家屋倒壊等氾濫想定区域】 

：氾濫流 
：河岸浸食 

【施設の高さ（図形別）】 

：１階建て 
：２階建て 
：３階建て 

【施設の用途（色別）】 
：指定・予備避難所 
：病院（入院設備有り） 

：福祉施設（入所利用） 
：福祉施設（通所利用） 
：子育て施設（幼・保・こども園） 

：児童館・児童クラブ等 
※避難所と重複する場合、避難所で表示 

洪水浸水 浸水継続 浸水到達 

・大河津分水路沿岸に位置し農地等が残存するエリア 

・5ｍ未満の浸水、3日未満の浸水継続リスクがあり、農地では浸水

継続リスクが 2週間以上に及ぶ 

・エリア周辺に指定避難所が 2ヶ所存在するが、いずれの施設も浸

水時 1階使用不可 

・大河津分水路の決壊後、10 分で浸水が到達するため、警戒レベル

が低い段階での避難が必要 

・大河津分水路の氾濫流による家屋倒壊等のリスクがあるため、立

退き避難が必要 

避難困難 家屋倒壊 

分水駅 

想定最大規模（毎年 1年間にその規模を超える洪水が発生する確率が 1/1000 の降雨）の場合   


